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  東日本大震災は１０００年に一度という大災害をもたらしましたが、 
 過去の歴史を紐解くと巨大地震と富士山噴火は、一定の周期と関連 
 性を持って繰り返し発生しています。 
 
  今後、必ず発生する巨大地震と富士山噴火について、その可能性 
 を概説するとともに、発生の事前予測は困難であるとの考え方から、 
 防災のための準備が重要であることについて説明いたします。 
 
  
  

１．はじめに 
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 ●代表的な過去の大地震と富士山噴火を年代順に並べると以下のとおりです。 
  

２．過去の大地震と富士山噴火の歴史 

年
代 

６
８
４ 

８
８
７ 

８
６
９ 

８
６
４ 

９
３
７ 

１
０
９
９ 

１
０
９
６ 

１
０
８
３ 

１
３
６
１ 

１
３
６
０ 

１
３
３
１ 

１
５
１
１

１
４
９
８ 

１
６
１
１ 

１
６
０
５ 

１
７
０
７ 

１
８
９
６ 

１
８
５
４ 

２
０
１
１ 

１
９
９
５ 

１
９
４
６ 

１
９
４
４ 

１
９
３
３ 

１
９
２
３ 

大
地
震 

・白
鳳
地
震
（南
海
ト
ラ
フ
） 

・仁
和
地
震
（南
海
ト
ラ
フ
） 

・貞
観
地
震
（三
陸
） 

 

・康
和
地
震
（南
海
ト
ラ
フ
） 

・永
長
地
震
（南
海
ト
ラ
フ
） 

 

・正
平
地
震
（南
海
ト
ラ
フ
） 

・紀
伊
摂
津
地
震
（南
海
ト
ラ
フ
） 

・元
弘
地
震
（南
海
ト
ラ
フ
） 

 

・明
応
地
震
（南
海
ト
ラ
フ
） 

・慶
長
三
陸
地
震
（三
陸
） 

・慶
長
地
震
（南
海
ト
ラ
フ
） 

・宝
永
地
震
（南
海
ト
ラ
フ
） 

・明
治
三
陸
地
震
（三
陸
） 

・安
政
地
震
（南
海
ト
ラ
フ
） 

・東
日
本
大
震
災
（三
陸
） 

・阪
神
淡
路
大
震
災 

・南
海
地
震
（南
海
ト
ラ
フ
） 

・東
南
海
地
震
（南
海
ト
ラ
フ
） 

・昭
和
三
陸
地
震
（三
陸
） 

・関
東
大
震
災 

富
士
山
噴
火 

  

・貞
観
噴
火
（青
木
ヶ
原
樹
海
） 

・噴
火 

  

・噴
火
（山
中
湖
形
成
） 

  

・噴
火
（山
頂
崩
壊
） 

・噴
火 

 
・宝
永
噴
火
（宝
永
火
口
誕
生
） 

４ 



２．過去の大地震と富士山噴火の歴史 

最近の地震の状況は、 
９世紀の状況に類似点が多い。 

（出展：朝日新聞 2013.05.26朝刊） 
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  南海トラフ地震とは 
  
  日本列島の太平洋沖、「南海トラフ」沿いの広い震源域で起こると 
 警戒されているマグニチュード(M)9級の巨大地震。 
  東海・東南海・南海地震が連動して発生することが想定されている。 
 
  南海トラフとは、静岡県の駿河湾から九州東方沖まで続く深さ4000  
 メートル級の海底の溝(トラフ)で、フィリピン海プレートがユーラシアプ  
 レートの下に沈み込む境界にある。 
  総延長は約770キロメートル。 
  

３．南海トラフ地震について 
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東海地震 予知の可能性のある地震

西日本全域に及ぶ超広域震災

不明（東北地方太平洋沖地震発生
前の宮城県沖地震の30年以内の
地震発生確率：９９％）

東南海・南海地震 20mを超える大きな津波

日本海溝・千島海溝
周辺海溝型地震

中部圏・近畿圏直下の地震

30年以内の地震発生確率：

７０％程度（南関東で発生する
M7程度の地震）

中央防災会議で検討対象とした大規模地震

首都直下地震

地震発生確率は文部科学省地震調査研究推進本部による
（2012年1月１日現在）

我が国の中枢機能の被災が懸念

老朽木造市街地や文化財の被災が懸念

30年以内の地震発生確率：
７０％程度（東南海地震）
６０％程度（南海地震）

30年以内の地震発生確率：８８％

海溝型地震

直下型地震
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慶長地震（Ｍ7.9）

宝永地震（Ｍ8.6）

東南海地震
（Ｍ7.9）

南海地震（Ｍ8.0）

破壊領域（震源域がしめる範囲）

？

１６０５年

１７０７年

１８５４年

１９４４年

１９４６年

１４７年

９０年

南海地震 東南海地震

２０１２年

３２時間後

２年後

１０２年

四 国

紀伊半島九州

南海トラフ

○東海地震
東海地震の想定震源域では概ね100～150年の

間隔で大規模な地震が発生しているが、東南海
地震(1944)でひずみが解放されず、安政東海地
震(1854)から158年間大地震が発生していないた
め、相当なひずみが蓄積されていることから、
いつ大地震が発生してもおかしくないと言われ
ている。

○東南海・南海地震
おおむね100～150年の間隔で発生しており、今

世紀前半での発生が懸念されている。

東海地震

安政東海地震（Ｍ8.4）安政南海地震（Ｍ8.4）

３地震が連動発生？

空白域
１５８年

空白域６６～６８年

東海地震、東南海・南海地震、それぞれ個別に
対策が進められてきた。

東 海 地 震 対 策 大 綱：平成15年５月 中央防災会議決定

従前の想定震源域

東南海・南海地震対策大綱 ：平成15年12月 中央防災会議決定

今後10年程度経過した段階で東海地震が発生していない場合
には、東海地震対策と合わせて本大綱を見直す

南海トラフの巨大地震対策の必要性

平成２３年３月１１日
東日本大震災

平成15年以降の
科学的知見の蓄積

南海トラフの巨大地震（三連動地震）対策の必要性
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南海トラフ地震による被災想定（抜粋） 
 
 ① 建物被害 
   ・揺れによる全壊数：地震動が基本ケースで約62 万7 千棟 
   ・液状化による全壊数：地震動が基本ケースで約11 万5 千棟 
 
 ②焼失棟数 
   ・九州地方が大きく被災するケース 
     約965 千棟～約2,386 千棟 
 
 ③死者数 
   ・九州地方が大きく被災するケース 
     約32 千人～約229 千人 
   

３．南海トラフ地震について 

（出展：南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ最終報告書） 
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 ・富士山の特徴 

４．富士山噴火について 

各プレートの境界に位置し、特に北西から南東にかけて多くの寄生火山を有する。 
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 ・過去の富士山の噴火①：貞観噴火（864）⇒溶岩噴火 

４．富士山噴火について 

寄生火山（長尾山）から溶岩を噴出し、青木ヶ原樹海を形成。 

長尾山 
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 ・過去の富士山の噴火②：宝永噴火（1707）⇒爆発噴火 

４．富士山噴火について 

大量の噴出物を江戸に積もらせた。 
当時の噴火火口は、宝永火口として現在も残っている。 
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 富士山噴火による被災想定 
 
    

４．富士山噴火について 
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 富士山噴火の可能性 
    

４．富士山噴火について 

東日本大震災直後に、
富士山直下で、震度
６強の地震が発生し
ていた。 
 
日本に限らず、 
世界各地で、巨大地
震前後に火山が噴火
している。 
 

１４ 



  

５．地震予知について 

（出展：南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ最終報告書） 
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６．ＮＴＴドコモの災害対策の紹介（抜粋） 

１６ 



 
   
  
  

６．ＮＴＴドコモの災害対策の紹介（抜粋） 
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６．ＮＴＴドコモの災害対策の紹介（抜粋） 
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  巨大地震と富士山噴火は、近い将来に必ず発生します。 
 
  東日本大震災よりも広範囲な被害と影響を与えます。 
 
  事前の防災準備（備蓄品等）を、是非ともお願いします。 
 
  
  

７．おわりに 
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